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Music Encoding Initiativeを用いた雅楽譜翻訳の実践
― 分業可能な邦楽譜のデジタル翻訳を目指して

関慎太朗1,a) 大向一輝1

概要：現在利用されている楽譜符号化技術の多くは五線譜の記述を基礎に開発されており，音楽文化全体
の多様性を十分に反映できているとは言い難い．本研究は雅楽譜の五線譜化に取り組んだ先行研究を参照
し，漢字と仮名を用いる雅楽譜の記述のみから読み取り可能な情報と一定の解釈や口伝による稽古によっ
てもたらされる情報の切り分けを行い，Music Encoding Initiative (MEI)を用いた雅楽譜のデジタル翻
訳手法を提案する．また，原資料の記述内容に応じてプロセスを切り分けることで，作業全体の分業が可
能なワークフローについて検討する．
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Transnotation of Gagaku Scores using Music Encoding Initiative

Shintaro Seki1,a) Ikki Ohmukai1

Abstract: Many of the music encoding technologies currently in use are based on the description of
Western staff notation, which fails to fully reflect the diversity of music cultures. This study refers
to previous research on the translation of traditional gagaku scores into staff notation and divides
the information that can be read directly from the description of gagaku scores and the information
that is brought about by a certain interpretation or by oral instruction. Then, we propose a method
of digitally transcribing gagaku scores using the Music Encoding Initiative (MEI). We also consider
a workflow that allows for the division of labor throughout the transcription process based on the
contents of the original descriptions.
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1. はじめに
楽譜をはじめとする音楽資料を機械可読に表現しようと

する試みは西洋音楽で用いられる五線譜を主な対象として
展開されてきた．一方，東アジア圏の音楽文化に目を向け
ると，そこには西洋音楽とは異なる楽譜文化が存在し，そ
れらの多くは五線譜ではない音楽記述方法を採用してい
る．そのため，非西洋音楽文化圏の楽譜記述と音楽情報を
適切に符号化するためには，新しいアプローチで楽譜の符
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号化に取り組む必要がある．
本稿が対象とする雅楽譜も独自の記譜体系を持ってお

り，その記述内容から読み取ることのできる音楽構造を機
械可読に記述可能にする手法は現状存在しない．そこで本
稿はオリジナルの雅楽譜が持つ記述を再現可能なデジタル
五線譜翻訳版雅楽譜の作成手法を提案する．

2. 雅楽譜の五線譜化に関する概要
2.1 雅楽譜の五線譜化に関する課題
日本音楽における楽譜は演奏者の心覚え，稽古の利便，

伝承の整理・集成などを目的としている [1]．教師と生徒の
一対一による一子相伝で稽古が行われる雅楽においても，
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図 1 《越殿楽》平調より笛譜 ([2] 717–718 コマ目を用いて作成)

Fig. 1 “Etenraku” for Ryūteki Part

楽譜は稽古を支援する補助的なツールとして扱われる．し
たがって，雅楽譜から読み取ることのできる情報だけで未
知の楽曲を演奏することはできず，譜の記述そのものも稽
古の実践を前提としたものになっている．
雅楽における稽古は第一に

しょうが
唱歌が重んじられる．唱歌と

は楽器を用いずに譜を歌う稽古で，膝を打って拍子をとり
ながら教師の歌ったとおりに曲の旋律を声に出して唱えて
いく．雅楽譜の記述はこの唱歌に関する記述を軸として構
成されている．
図 1に示すのは《越殿楽》平調の笛譜である．譜は唱歌

を示す仮名譜と運指を示す手付譜によって構成されている．
「ト ラ ロ ル ロ……」と続く仮名譜は楽曲の稽古の際に
歌う唱歌の発音を示す．稽古では仮名譜の記述を唱歌とし
て繰り返し歌い，作品の旋律やリズムを身体に染み込ませ
ていく．仮名譜には文字の大小が確認できるが，この大き
さから音価や音量を厳密に読み取れるわけではなく，どの
ように歌うかということは稽古をしない限り明らかになら
ない．
一方，「

ロク
六

カン
亍

チュウ
中

シャク
夕

チュウ
中……」と続く手付譜は図 2に

示す運指に対応している．龍笛は孔名がそのまま手付譜の
譜字として用いられているが，演奏する際には

せめ
責と

ふくら
和と

図 2 龍笛の譜字と運指の対応表 [3]

Fig. 2 Correspondence Chart of Notation and Fingering of

Ryūteki

図 3 龍笛における孔と音高の対応（[4] に基づき作成）
Fig. 3 Correspondence between Fngering and Pitch of Ryūteki

呼ばれるオクターブ違いの音が吹分けられるため，実際に
は図 3に示す約 2オクターブの音域が奏でられる．ただ
し，手付譜は責と和の別を明示していないため，責と和の
どちらを演奏しているのかという情報まで正しく表記する
ためには，既に存在する五線譜版楽譜を参照したり，実際
の演奏を聴いて判断したりする必要がある．
このように，雅楽譜の記述はどのように演奏するかを演

奏者に指示するのではなく，どのように演奏するかを “思
い起こさせる”トリガとしての役割が大きい．一方，五線
譜はどのように演奏するかを演奏者に指示することをより
重視しており，両者の間には情報記述の粒度に大きな差が
ある．したがって，雅楽譜の内容を五線譜に置き換える場
合，五線譜の記述に必要な要素が雅楽譜側に存在しないと
いうことが頻繁に発生する．このように，異なる 2つの記
譜法間で楽譜記述を変換する作業は常に大きな課題を抱え
てきた．

2.2 雅楽譜の五線譜化に関する経緯
非西洋音楽の五線譜化は民族音楽学やかつての比較音

楽学において広く取り組まれてきている．これらの五線
譜化は，実際に演奏された音楽の忠実な記録として楽曲
を事後的に記述する採譜（transcription）と，ある記譜
法から異なる記譜法へと楽譜の記述を変換していく訳譜
（transnotation）に大分されるが，雅楽譜の五線譜化は主
に前者の採譜によって取り組まれてきた [5]．
しかし，演奏の完全に忠実な採譜は原理的に不可能であ

り，採譜の正確さを追及して導入された特殊な記号や指示
を含む複雑な楽譜は共通言語として採用されてきた五線譜
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の意義を薄れさせ，一般的な西洋音楽に関する知識では解
読不可能な楽譜を生み出す結果になった [6], [7]．当然，こ
のような楽譜を実際の演奏に用いることは非現実的であ
り，実際の五線譜化に際してはその目的に応じた情報の取
捨選択が行われていた [8]．
このような，採譜による五線譜化が抱える問題を訳譜に

よって乗り越えようとした形跡が見られるのが，邦楽調査
掛による雅楽譜の採譜作業である．邦楽調査掛は日本の伝
統音楽を専門に調査する機関として東京音楽学校（現在の
東京藝術大学音楽学部）に設置され，伝統音楽の保存，分
析，研究のための基礎資料となる蠟管録音と採譜を主な事
業としていた [9]．
邦楽調査掛の活動日誌に関する調査によると，当組織は

明治選定譜に含まれる舞楽を除く唐楽のレパートリーのほ
ぼすべてを対象に何らかの採譜作業を行い，そのうち合計
21曲を完成させている [10]．このような採譜事業は一般
的に作業結果である五線譜のみが残されている場合も多い
が，邦楽調査掛の資料には凡例に相当する「

ががくきふほうひかえ
雅楽記譜法扣」

が残されており，どのような規則，意図に基づいて採譜が
行われたのかを検証可能であるという点も重要である [4]．
邦楽調査掛による五線譜版雅楽譜は笛と篳篥がそれぞれ

2段で構成されており，上段が書法，下段が奏法と名づけら
れている．「書法は全く譜によれるものにして，Bogen*1も
句きりの為めに用いられる [4]」，「奏法は全く演奏通りに書
すべきものにして，Bogenも息切れの為めに用いらる [4]」
とあることから，書法の記述は演奏を聴いて採譜するので
はなく，雅楽譜の記述を五線譜へ機械的に置き換えた訳譜
の作成を意図していることがわかる．

3. MEIを用いた雅楽譜の翻訳
雅楽譜から得られる情報は五線譜の記述に必要な情報

に比べると相対的に少ないため，雅楽譜を五線譜に翻訳
（transnotation）するためには，その情報差を何らかの方
法で埋める必要がある．この時，五線譜が音楽情報そのも
のの記述とは異なる水準で構築してきた記譜の作法や定石
を取り込んだ情報記述を行うと，翻訳楽譜にノイズがのる
原因になる．このような問題を回避するために，本稿では
雅楽譜の情報量を五線譜の水準に引き上げる方法に対して
一定のルールを設け，雅楽譜と五線譜を相互に変換可能な
楽譜データの記述を目指す．
そのための楽譜データ記述フォーマットとして本稿は

Music Encoding Initiative(MEI)を用いる．MEIは人文
学資料の適切なデジタル化に向けたガイドラインの策定を
行う Text Encoding Initiative(TEI)から大きな影響を受
けており，楽譜の視覚的情報だけではなく，より詳細で多
層的な音楽資料の情報記述を可能にしている．先行研究の

*1 スラーおよびタイを指す．

図 4 邦楽取調掛による《越殿楽》平調 笛譜（書法）と譜字の対応
（図 1 および [13] から作成）

Fig. 4 “Etenraku” for Ryūteki Part from Transcription Score

by Department of Japanese Music Research

多くが五線譜の持つ視覚的な情報記述体系の内部で五線譜
版雅楽譜を作成しようと試みてきたが，MEIを採用するこ
とで楽譜の視覚的情報とその意味する内容を切り分けた情
報記述が可能になる．

3.1 翻訳対象とする楽曲
本稿では雅楽に含まれる楽曲のなかで最も有名であろう

《越殿楽》平調の龍笛譜（図 1）を翻訳の題材として取り上
げる．本楽曲は古くから旋律に歌詞をつけて歌う今様歌と
して盛んに歌われており，現在でも年始の風物詩として最
も耳にする機会の多い雅楽曲の一つであろう [11]．邦楽調
査掛による五線譜作業も完了しており，先に挙げた書法と
奏法の記述も全編にわたってそろっている．今回取り上げ
る龍笛は合奏の中で主旋律と副旋律の両方を受け持つ重要
な楽器である．また，本曲は器楽合奏の中でも比較的小規
模な小曲に分類されており，翻訳のコストを低く抑えるこ
とができることも選定の理由として挙げることができる．

3.2 音価の翻訳
先にも挙げた通り，雅楽譜の譜字は何らかの基準に対す

る厳密な音価を定義しているわけではないため，まずはそ
こに一定の規則を設ける必要がある．
拍節を持つ楽曲の譜字に対して音価を決定するためには

リズム的周期の単位を定めたうえで，その内部をどのよう
に分割するかを定義する必要がある．雅楽譜の場合，リズ
ム的周期は仮名譜の右に附された朱点（拍子）で示される．
また，図 1のタイトル下に書かれた早四拍子とは拍子を
四拍で構成することを示している．したがって朱点の間に
存在する譜字に対して四拍分の音価をどのように割り付け
るのかを定義できれば譜字に対応する音価の翻訳が可能に
なる．
このような拍子を構成する音価の配分を [12]は以下のよ

うに定義した．
• 大譜字は四拍に数える（二分音符に相当）
• 小譜字は四拍に数える（四分音符に相当）
これらは読譜の原則ではあるが，実際に読んでいくと上

記の規則では対応しきれないパターンが登場する．例え
ば，一行目に登場する「ト ヲ ロラ ル イ……」を上記に示し
た条件だけで判断すると，拍子を四拍で構成するという拍
節に関する楽曲全体の規則を守ることができない．
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表 1 早四拍子における二拍分の譜字表記と音価配分の対応
Table 1 Assignment of Notations Character and its Values Cor-

responding to Two Beats

雅楽譜の表記 音価の配分
大 ˘ “

大 小 ˇ “ ˇ “

大 ◦ ˇ “ >

大 小 小 ˇ “ ˇ “( ˇ “(

大 小 ◦ ˇ “ ˇ “( ?

大 小 小 小 ˇ “ ˇ “( ˇ “( ˇ “(

大 小 小 ◦ ˇ “ ˇ “( ˇ “( ?

図 5 雅楽記譜法扣の調子記号一覧（[4] に基づき作成）
Fig. 5 Correspondence between the Key Signature on Staff No-

tation and Ryoritsu

また，図 4は邦楽調査掛による《越殿楽》平調 [13]から
笛譜の冒頭 4小節を抜き出し，各音符に対応する仮名譜の
譜字を付したものであるが，ここでは拍子に含まれる ◦の
対訳が定まっていないことが分かる．◦は一拍の休符と解
説する文献 [12]も存在するように，図 4においてもその一
部は休符として表記されている（第 4小節 4拍目）．しか
し，雅楽譜に ◦の記述がありながら，調査掛資料には休符
が存在していない箇所（第 2小節 4拍目）も存在している．
譜字の組みあわせと音価の配分を定義することで厳密な

訳譜を目指す試みはこれまでにも存在する [8]．しかし，◦
を含む譜字の組みあわせは検討されていないため，結果と
して ◦の持つ音価が定義されず，雅楽譜と五線譜の記述を
1対 1で対応させるには至っていない．
◦をあくまでも句切りを示す記号に過ぎないと位置づけ

る先行研究 [8]もあるが，本稿では仮名譜の一部として ◦
が記載されている以上，そこには演奏上なんらかの間が存
在すると考え，休符として翻訳することに統一する．
これらを踏まえ，本稿は拍子の半分，すなわち二拍分に

相当する譜字の組み合わせと音価の配分を表 1のように定
めた．これらの組み合わせの中から音価の配分を選択し，
手付譜の譜字が示す音高を図 3やあらかじめ指定した既存
の五線譜版雅楽譜から選べば，音高と音価を五線譜として
表現可能となる．

3.3 調と呂律の表現
雅楽には調と呂律という旋法体系が存在するが，邦楽調

図 6 本研究における翻訳対象の範囲（図 1 の一部）
Fig. 6 Target Area for Encoding

査掛はそれらを図 5のように西洋音楽の調号を用いて表現
している．雅楽記譜法扣には「此調号記号は洋楽に於ける
ものと其意味を異にし，臨時記号として現るべきを左にま
とめたるに過ぎず，それ以上に何等の意味あることなし．」
[4]と断りがあるが，そうであるならば各音符に対して臨時
記号を付したほうが意図せぬ誤解を避けることができる．

3.4 反復を表す表記
雅楽譜には反復を表す表記が含まれている．図 1であれ

ば，各行末に書かれた二返はその行を 2回繰り返すことを，
3行目の冒頭に付された重頭はその行を演奏したら冒頭に
戻り，重頭の直前まで演奏することを指示している．これ
らの記述は楽譜上のテキストや記号での指示を示す dir要
素で記述している．同様の方法で返付や換頭といった，他
の反復指示にも対応できる．dir要素で反復指示の記述内
容をマークアップすることで，西洋音楽で利用される反復
記号に頼らずに雅楽譜の繰り返しを表す記述を符号化で
きる．
一方，実際にどのように繰り返されるかという情報は視

覚的な情報とは別に記述しておく必要がある．本稿では各
行を section要素でマークアップしたうえで expansion要
素の属性である plistに各行の xml:idを並べることで楽譜
上の視覚的な情報と楽曲の構造を分けて記述している．
図 7はここまでの規則に従って翻訳した《越殿楽》平調

の一部である．翻訳対象箇所は図 6に示す曲の冒頭にあた
る拍子である．雅楽譜に記述された仮名譜の組みあわせか
ら表 1にもとづいて音価を決定し，各音符の音高は [2]を参
照して決定した．楽譜編集ソフトウェア Sibeliusを利用し
て作成した五線譜をMusicXMLで出力し，mei-friend[14]
でMEIへ変換した．

3.5 譜字に関する情報の翻刻
雅楽譜の五線譜化に取り組んだ邦楽調査掛は雅楽の演奏

を五線譜で採譜することを主たる活動目的としており，完
成した五線譜には仮名譜や手付譜が併記されていない．し
たがって，各音符が雅楽譜上でどの譜字に対応しているの
かは五線譜と雅楽譜を突き合わせながら確認していく必要
がある．
雅楽譜の読めない学習者が五線譜を見ながら演奏をする
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図 7 MEIを用いた訳譜の例（《越殿楽》平調 笛譜から冒頭の拍子）
Fig. 7 Transnotation of Gagaku Score using MEI

1 <section>

2 <expansion plist="#l1 #l1 #l2 #l2"/>

3 <section xml:id="l1">

4 <measure xml:id="m1" n="1">

5 <staff n="1">

6 <layer n="1">

7 <note xml:id="n1" dur="2" oct="6" pname="d" />

8 <note xml:id="n2" dur="2" oct="6" pname="e" />

9 </layer>

10 </staff>

11 </measure>

12 </sction>

という状況であれば，譜字に関する情報に紙幅を費やすこ
とは得策ではないだろう．演奏に直接必要のない情報を併
記すれば，五線譜としての可読性を損ねる原因にもなりえ
る．また，採譜によって得られた五線譜には対応する譜字
が存在しないこともあるため，譜字を併記することはか
えって誤解を生じさせる原因にもなりうる．しかし，雅楽
譜と 1対 1の対応を持った五線譜翻訳を行う上で，音符と
譜字の対応を明確にすることは，訳譜の正確さを担保し，
より充実した楽譜データを構築する上で重要である．そこ
で，本稿では譜字に関する情報をMEIとは別に作成し，こ
れを参照することで各音符に対応する仮名譜と手付譜の記
述に関する情報を加えることとした．
先に示した通り，雅楽譜は仮名譜とそれに対応する手付

譜，拍子の位置を示す朱点によって構成されている．これ
らの要素は多い順に，仮名譜>手付譜>朱点となる．稽古
の際に声に出して歌われる唱歌を示す仮名譜は直前の音を
持続させるア，ヲ，引なども記述されている一方，これら
に対応する手付譜の記述は省略されている．例えば，図 1
の 1行目に登場するアはいずれも直前のタに対応する亍を
続けて奏するため，手付譜の記述が省略されている．
このよう構造を XMLで表現する場合，2つの方針が考

えられる．1つ目は仮名譜と手付譜を異なる行として記述
し，各譜字に対して付した識別子をもって両者の関係を
記述していく方針である．これは，紙面上を上から下に向
かって進む楽曲の進行と譜の読まれ方に即した記述といえ
る．2つ目は雅楽譜上で対応する仮名譜，手付譜，朱点を
グループとして記述していく方針である．この場合，楽曲
の進行よりも楽譜上で対応する譜字同士の関係性を重視し
た記述と言える．
今回は後者を採用し，図 8のような XMLを作成した．

group要素の下に仮名譜，手付譜，朱点に関する情報を記
述し，譜字と朱点の大きさは type属性でその別を示して
いる．

図 8 雅楽譜の文字情報に関するマークアップの例（《越殿楽》平調
笛譜から冒頭の拍子）

Fig. 8 Markup for Textual Information in Gagaku Score

1 <text>

2 <body>

3 <l>

4 <group xml:id="n1">

5 <BeatMarker type="small"/>

6 <Shoga type="large">ト</Shoga>

7 <Tetsuke type="large">六</Tetsuke>

8 </group>

9 <group xml:id="n2">

10 <Shoga type="large">ラ</Shoga>

11 <Tetsuke type="large">テ</Tetsuke>

12 </group>

13 <\l>

14 <\body>

15 <\text>

group要素でマークアップされた唱歌，手付，朱点の組
み合わせは，図 7に示す note要素にそれぞれ対応してい
る．したがって，対応する xml:idを参照することで，譜字
とその五線譜翻訳が相互参照可能になる．

3.6 五線譜翻訳とテキスト翻刻の分業化
MEIで書かれた翻訳譜と各音符に対応する譜字のマー

クアップを別に作ることは，情報記述の質，作業効率，分
業可能性という複数の面からみて有効である．
今回コンバータとして利用したmei-friendはMusicXML

以外にも ABC記譜法，Plaine & Easie Code[15]，Hum-
drum[16]をソースとして利用できる．しかし，プレーン
テキストで楽譜情報を入力していく作業は多くのユーザに
とって一般的とは言い難く，効率よく作業を進めるために
は GUIを搭載した楽譜編集ソフトウェアを利用する必要
があるだろう．しかし，演奏指示でも歌詞でもない譜字の
入力は楽譜編集ソフトウェア側で想定されていないため，
MusicXMLへ変換する際に direction要素や lyric要素を
本来の設計意図とは異なる目的で用いる必要が生じる．こ
のような記述は，単に音符に対応する譜字が付された楽譜
の版面を組む目的であれば問題はないが，音楽情報の記述
としては正確さを損ねる原因になる．一方，今回の提案手
法のように楽曲の構造であるMEIの記述と譜字に関する
情報を明確に切り分ければ，視覚的な再現性だけを追及す
るような記述をMEIファイルから取り除くことができる．

GUIを搭載した楽譜作成ソフトウェアに頼らなければ，
五線譜翻訳を作成しながら，同時に譜字に関する情報を
マークアップしていくことも可能だが，異なる 2つの情報
を同時に入力していく必要があり，きわめて煩雑で効率の
悪い作業にならざるをえない．また，譜字を確認しながら
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音価と音高を決定する作業は楽典に関する多少の知識を要
するが，雅楽譜に登場する仮名譜，手付譜，朱点の組みあ
わせとその大小を入力していく作業は音楽的な知識を必要
としない．そのため，潜在的なコラボレーションの可能性
が広がり，より多くの人と協働して作業に取り組める可能
性がある．

4. 考察と課題
4.1 MEIを用いた雅楽譜翻訳の可能性
録音再生技術やマルチモーダルな表現メディアが一般的

になった現在において，演奏に際して参照される情報は楽
譜だけではない．楽譜を読むことができなくても，音源を
聞き込み，演奏動画を繰り返し視聴すれば，音と演奏方法
の対応は理解できるだろう．また，演奏箇所に対応する楽
譜上の記述をハイライトさせるプレーバック機能を搭載し
た Verovio[17]のようなMEI Viewerを用いれば演奏音源
を楽譜上の記述と対応させながら提示することもできる．
コンピュータを用いた音楽研究の多くが MEI や Mu-

sicXMLなど，五線譜の記述をベースに開発されてきた楽
譜フォーマットを用いて展開されている昨今の状況を踏ま
えると，雅楽譜の持つオリジナルの記述を機械可読な形式
で正確に翻訳することの意義は高まっていると言えるだろ
う．雅楽譜の記述そのものを研究対象として扱った楽譜研
究事例は決して多くはないが，録音や演奏に関する研究と
純粋な楽譜の記述に基づく研究を切り分けることで，それ
ぞれにあった新しいアプローチを採用できる可能性がある．

4.2 今後の課題
本稿では《越殿楽》平調の龍笛譜を事例として翻訳譜を

作成したが，今後のさらなる拡張を目指すうえで検討すべ
き内容について最後に挙げる．
まず，今回取り上げ龍笛譜以外の楽譜記述についてさら

に検討を行う必要がある．雅楽は龍笛以外に鳳笙，篳篥，
箏，琵琶，鞨鼓，鉦鼓，太鼓などの合奏で演奏されるが，
特に演奏の骨格を支える三管（龍笛，鳳笙，篳篥）の検討
を重点的に進めていく必要がある．
次に，今回取り上げた早拍子以外の楽曲に関する検討を

進める必要がある．雅楽の拍子には早拍子以外に只拍子，
延拍子などがあり，それぞれ拍節の取り方が異なる．また，
拍子が異なれば表 1に含まれない譜字と音価の対応を定義
する必要もある．今後はこれらの課題を解決し，より包括
的なデジタル翻訳版雅楽譜の構築に取り組んでいきたい．
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